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かわじの さくら 

 

 きょうは、とてもいいてんき。りゅうくんとおかあさんは、だいすきなさ

くらをみにやってきました。 

「おかあさん、はやくはやく。」 

「りゅうくん、いそぐところぶわよ。」 

「わあ、おかあさんみて。 

ゆきみたいだよ。」 

「ほんと、きれいね。」 

（りゅうくぅん） 

「あれ、なんだろう？」 

（りゅうくん、こっちだよ） 

「だれか、ぼくのことをよんでるよ。」 

りゅうくんは、こえのするほうへいっ 

てみました。 

するとそこには、おおきなおおきな 

さくらのきがありました。 

「きれいだなあ。」 

りゅうくんが、じっとみつめていると 

ひかりにつつまれたさくらのきが、はなしはじめました。 

「りゅうくん、こんにちは。」   

さくらのきが、とつぜんはなしはじめたのでおどろきましたが、 

「ぼくのことよんだ？」 

「よんだよ。」 

「ぼくのことしってるの？」 

「しってるよ、りゅうくんの、げんきなかおをみるのが、だいすきなんだよ。」 

りゅうくんはちょっぴりてれくさくなりましたが、なんだかうれしくなって
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きました。 

「ねえ、ずっとここにいるの？」 

さくらのきは、にっこりとほほえみました。 

「そうだよ、りゅうくんのおじいさんの、そのまたおじいさんの……ずっと

ずっとむかし、１５０ねんくらいになるかなあ。」 

「えーっ、１５０ねん？」 

「そうだよ。しろにまだ、とのさまがすんでいたころだよ。」 

「おとのさまって、ほんとうにいたの？」 

「むかしは、いたんだよ。たしか、えどじだいといったかなぁ。りゅうくん

のすむならにやってきた、かわじとしあきらというひとが、ここにうえて

くれたんだよ。」 

「そのころのならはね、てらのへいがこわれかけたり、ならこうえんのあち

こちにくさがはえたりして、とてもあれていたんだよ。」 

「ふうん。そうなんだぁ。」 

「そのようすをみたかわじさんは、とてもかなしくなって…『そうだ、なら

のまちをきれいにしよう。みんなが、だいすきなならにしよう。』と、お

もったんだよ。」 

「それで、どうしたの？」 

「まいにちくさをひいたり、こわれているところをなおしたりしたんだよ。」 

「ひとりでしたの？」 

「ちがうよ。さいしょ、まちのひとは『なにをしてるんだろう。』と、みてる

だけだったけど、いっしょうけんめいにまちをきれいにしようとする、か

わじさんのすがたをみて  

『わたしもてつだうよ。いっしょに、ならのまちをきれいにしよう。』 

と、みんなでちからをあわせ、まちをきれいにするようになっていったんだ。」 

「へえ、みんなでしたのかぁ。すごいねえ。」 

「りゅうくんは、ごじゅうのとうがあるこうふくじや、ならこうえんをしっ



－10－ 

てるかな？」 

「うん、しってるよ。」 

「ながいあいだ、ならにすむひとたちみんなでまもってきた、たいせつなと

ころのひとつなんだよ。そしてならには、ほかにもたいせつにまもってき

たところが、たくさんあるんだよ。」 

「みんなでまもってきたところがあるなんて、ぼくしらなかったよ。ならっ

て、すてきなところなんだね。」 

「ぼく、もっとならのことをしりたい。おはなしきかせて。」 

「それじゃぁ、かわじさんがしたことを、もうひとつおはなししようかな。

それはね、たくさんのさくらのきをうえたんだよ。」 

「たくさんて、どのくらい？」 

「すうせんぼんっていわれているよ。」 

「えーっ、そんなにうえたの。」   

「そうなんだ。いろいろなところに、うえたんだよ。」 

「わたしもそのなかのひとつなんだよ。」 

「たくさんのひとがだいじにしてくれたおかげで、１５０ねんたったいまも、

まいとしたくさんのはなをさかせることができるんだよ。」 

「みんながずうっとだいじにするって、すごいんだね。」 

「そうだね。わたしのはなびら１まい１まいには、だいじにおもってくれる

みんなのきもちがいっぱい。わたしは、まんかいのさくらのはなをみて、

みんながすこしでも、しあわせなきもちになってくれたらいいなとおもっ

ているんだよ。」 

「ふうん。ぼくも、さくらのきをみるの、だいすきなんだよ。だってね、み

てるとなんだかうれしくなってくるの。」 

りゅうくんはにっこりとほほえみ、じっとさくらをみつめました。 

「そうかぁ、うれしいな。」 

さくらのきも、りゅうくんをみつめ、ほほえみかえしました。 
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「りゅうくぅん。」 

「あっ、おかあさんだ。おかあさぁん、ぼくここにいるよ。」 

と、おおきくてをふりました。 

「おかあさん、ぼくね、いまさくらのきとおはなししてたの。ながいあいだ、

ならのまちやさくらのきを、ならのひとみんなでたいせつにまもってきた

んだって。」 

「そうだったの。」 

おかあさんは、りゅうくんとさくらのきをみてほほえみました。 

 

そのときです。ヒューッ、ホワン。 

ふたりのあいだをやさしいかぜが、とおりぬけた 

かとおもうと、１まいのはなびらがりゅうくんの 

てのひらのうえでとまりました。 

「わあ。」 

りゅうくんのかおは、ぱあっとかがやきました。 

「すごい、はなびらだ。」   

とつぜんのできごとにりゅうくんは、おおよろこ 

びです。 

「すてきなプレゼント。りゅうくんよかったね。」 

「うん。」 

うれしそうにりゅうくんは、はなびらをみつめ 

ほほえみました。 

「おかあさん、またあしたもこようね。」 

「そうね。」 

「またあしたねぇ。」 

りゅうくんはうれしそうに、さくらのきにみえるようにおおきくてをふりま

した。 


